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After Dong Xiaoping's Opening and Reform Policy which started in 1979， China 

has been making an outstanding economic progress， which is supported by the strong 

demands of consumers for new commodities and import products. We can know much 

about the future trends of Chinese economy if we have detailed data of consumption 

of Chinese households. But these data were lacking before. 

So we made a sample survey of Chinese consumers (300 households) in Tianjin， 

and got interesting first.hand results which were very useful to the researchers in 

this field. Some of the results are: (1) although most of th 巴 Cαhi山l[問se c∞onsu山叩n町I

regarded Japanese goods are superior tωo dOI町mesticgoods in design and quality， they 

answered they love to use domestic goods if it is possible， (2) they are very willing 

to buy relatively expensive commodities like airconditioner and personal computer， 

(3) some goods like pocket.bell or TV.game machine are more popular among them 

than expected. 

Our data show a typical consumer's situation in the city， but in villages the 

situation might be totally different. We would be very happy if we can"continue these 

survey at different places and different times and can compare them. But at least our 

research is the most detaild survey of Chinese consumers for the moment， and even 

only from it we can see that the Chinese market has been matured very much in these 

several years. 

の
で
は
な
く
、
社
会
学
と
い
う

知
識
の
累
積
を
、
応
用
し
て
い

る
の
だ
と
い
う
自
負
が
背
景
に

あ
る
だ
ろ
う
。
『
社
会
学
講
義
』

が
「
日
本
語
で
社
会
学
す
る
た

め
」
の
本
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

こ
の
本
は
日
常
だ
れ
も
が
つ
か

う
用
語
で
社
会
を
科
学
的
に
解

明
じ
よ
う
と
し
た
本
だ
と
橋
爪

は
言
う
。
だ
が
、
社
会
を
「
科

学
的
に
解
明
す
る
」
と
は
ど
の

よ
う
な
と
と
だ
ろ
う
か
。
ぼ
く

に
は
、
社
会
学
が
累
積
し
て
き

こ
と
と
、
思
想
が
、
だ
か
ら
と

い
っ
て
共
通
の
も
の
に
は
な
か

な
か
な
り
が
た
い
こ
と
の
閣
を

.
と
う
い
う
ふ
う
に
つ
な
い
で
い

け
ば
よ
い
の
か
。
物
事
の
過
剰

な
意
味
づ
け
を
断
念
し
、
日
常

的
な
現
実
、
あ
る
い
は
ぼ
く
た

一ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で
前
提

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
現

実
」
に
立
脚
す
る
と
い
う
の
は

た
し
か
に
ひ
と
つ
の
方
法
で
は

あ
る
。
そ
う
い
う
橋
爪
の
勇
気

と
努
力
を
評
価
し
な
い
わ
り
で

は
な
い
。
だ
が
こ
の
本
の
な
か

で
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ

た。
た
と
え
ば
、
橋
爪
は
将
来
予

想
さ
れ
る
南
北
対
立
を
念
頭
に

お
い
て
、
「
先
進
国
の
気
弱
な

若
者
た
ち
が
、
気
の
迷
い
で
す

が
り
つ
く
タ
イ
プ
の
宗
教
な

「
日
本
は
、
む
ず
か
し
い
場
所

に
さ
し
か
か
っ
た
と
思
う
」
と

い
う
認
識
が
橋
爪
を
っ
き
動
か

6

じ
て
い
る
か
ら
だ
。
だ
が
、
乙

れ
ま
で
の
本
に
く
ら
べ
乙
の
本

は
、
問
題
点
と
ち
ょ
っ
と
レ
た

処
方
愛
の
羅
列
と
し
て
し
か
ぼ

く
に
は
読
め
な
か
っ
た
。
そ
れ

く
、
「
自
分
が
生
き
て
い
く
た

の
に
、
多
く
の
人
ー
か
共
に
生
き

て
い
く
い
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
「
シ
ン
プ
ル
・
イ
ズ
・

ベ
ス
ト
。
思
想
は
、
単
純
な
方

が
い
い
」
、
こ
れ
が
橋
爪
の
言

う
思
想
の
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
中

身
で
あ
る
。
こ
の
立
場
は
同
時

く金曜日立

ぼ
く
は

以
前
か
ら

橋
爪
大
三

郎
の
文
体

に
、
倫
理

的
な
断
念

の
明
断
さ

と
で
も
よ

べ
る
質
を

感
じ
て
き

一
た
。
そ
れ

一
は
余
分
な

一
こ
と
、
た

一
と
え
ば

「
自
己
」
の
よ
う
な
決
着
の
つ

か
な
い
問
鳳
を
考
え
な
い
決
意

の
ょ
っ
な
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、

そ
の
買
は
橋
爪
が
社
会
現
象
全

般
に
つ
い
て
積
極
的
に
発
言
す

る
よ
う
に
な
っ
て
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
だ
ろ
う
か
。

『
社
会
学
講
義
』
の
続
巻
で

あ
る
本
書
で
は
、
社
会
問
題
に

つ
い
て
発
言
し
よ
う
と
す
る
橋

爪
の
積
極
姿
勢
が
特
に
目
立
っ

て
い
る
。
扱
わ
れ
て
い
る
テ
ー

マ
は
大
学
の
改
箪
か
ら
宗
教
、

破
防
法
、
そ
し
て
い
ま
岐
路
に

さ
し
か
か
3

だ
日
本
の
進
路
に

ま
で
お
よ
ん
で
い
る
。
ぞ
れ
は
、

橋爪大三郎著

橋爪大三郎の社会学講義2
新しい社会のために

7月25日一官 9~7年〔平成9年〕

社
会
問
題
へ
の
積
極
的
な
発
言

そ
の
ス
タ
ン
ス
に
ち
ょ
っ
と
し
た
違
和
感
が

平

阪

修

は
橋
爪
が
考
え
た
「
結
果
」
の

み
を
見
せ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う

が
、
啓
蒙
奮
と
い
う
性
格
か
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
ぼ
く
に
は
よ

く
見
え
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
む

し
ろ
現
実
的
な
諸
問
題
に
目
を

つ
ぶ
ら
な
い
市
民
主
義
と
い
っ

た
政
治
的
ス
タ
ン
ス
が
見
え
て

く
る
。そ

う
い
っ
た
橋
爪
の
方
法

は
、
「
思
想
の
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
」

と
い
う
と
と
ば
で
表
現
さ
れ
て

い
る
。
思
想
は
思
想
自
身
に
魅

い
ら
れ
る
た
め
の
も
の
で
は
な

に
、
異
質
な
他
者
に
た
い
し
て

思
想
を
聞
く
と
い
っ
た
橋
爪
の

決
意
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
そ
う
い
っ
た
ミ
ニ
マ

リ
ズ
ム
が
ど
れ
ほ
ど
共
有
の
も

の
と
し
て
成
立
可
能
な
の
か
、

そ
れ
は
ど
こ
か
で
社
会
を
抽
象

的
な
諸
個
人
の
交
通
関
係
と
し

て
と
ら
え
る
、
理
詰
な
市
民

社
会
の
発
想
に
移
行
し
て
は
じ

め
で
成
立
す
る
の
で
は
な
い
の

か
。
ぼ
く
に
は
そ
う
い
う
疑
い

が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
橋
爪
に
は
、

個
人
の
思
想
を
展
開
し
て
い
る

A5半IJ・394頁・ 2000円

夏白書房

4-931391-24-9 

た
概
念
と
方
法
以
主
、
以
下
の

も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
え

る。
ぼ
く
た
ち
が
、
共
通
の
制
度

的
現
実
の
な
か
で
生
き
て
い
る

ど
、
わ
た
し
に
は
ど
う
で
も
よ

い
。
わ
た
し
が
興
味
が
あ
る
の

は
、
人
口
爆
発
に
苦
し
む
地
球

で
、
軽
す
ぎ
る
生
命
に
ま
っ
と

う
な
意
味
を
あ
た
え
る
た
め

一段と際立って見える。現在、日本、 NIES諸

国、中国を加えた東アジア経済圏は、世界経済

に圧倒的な存在感をもって登場しつつある。

中国の順調な経済成長は、旺盛な圏内消費の

伸びに支えられている。特に、都市・農村を通

-255ー

改革開放以来の15年間を、中国経済は年10%

以上の驚異的な成長率で突っ走ってきた。この

事実は、旧ソ連・東欧諸国の低迷と比較すると、

亜皇旦旦
に
、
必
死
で
編
み
出
さ
れ
る
宗
一

教
だ
」
と
言
う
。
た
し
か
に
地
一

球
の
将
来
を
考
え
る
と
い
っ
た
一

立
場
に
立
て
ば
、
橋
爪
の
言
う

-

と
お
り
だ
ろ
う
。
だ
が
、

ζ
つ

い
っ
た
ス
タ
ン
ス
は
、
た
と
え

結
論
が
出
な
い
と
し
て
も
考
古
え

る
べ
き
問
題
を
考
え
る
べ
き
だ

と
い
う
ぼ
く
の
ス
タ
ン
ス
と
は

異
な
る
。
乙
の
ち
ょ
っ
と
し
た

違
和
感
は
、
ど
乙
か
で

λ

個
人

レ
ベ
ル
の
意
味
だ
け
で
は
芯

〈
、
制
度
的
な
意
味
の
レ
ベ
ル

を
ど
う
と
ら
え
る
か
、
そ
の
た

め
の
視
線
を
ど
う
い
う
ふ
う
に

設
定
す
る
の
か
と
い
う
問
題
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

最
後
に
、
こ
の
本
に
は
ア
ジ
ア

と
い
う
課
題
が
底
を
流
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
評
価
し
て
お

き
た
い
。
(
と
さ
か
・
し
ゅ
う

へ
い
氏
H
哲
学
専
攻
)

-Rは
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ

う
氏
は
東
京
工
業
大
学
教
授

・
社
会
学
専
攻
。
東
大
大
学

院
博
士
課
程
修
了
。
著
書
に

「
言
語
ゲ
l
ム
と
社
会
理
論
」

「
は
じ
め
て
の
槍
造
主
義
」

「
冒
険
と
し
て
の
社
会
科
学
」

「
民
主
主
義
は
最
高
の
政
治

制
度
で
あ
る
」
「
橋
爪
大
三

郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
(
金
3

巻
)
」
「
性
愛
論
」
な
ど
。

一
九
四
八
(
昭
和
泊
)
年
生
。



Anmω1 Retorl NO.10 1996 

じての個人消費の伸びは著しく、わずか10年足

らずのうちに、主な家電製品はあらかた普及し、

クーラー、自動車、高級ブランド商品も飛ぶよ

うな売行きをみせている。国営企業の赤字、エ

ネルギー・資源などのネック、インフラの未整

備、貧富格差・地域格差の増大、失業不安、流

動人口の増大といった問題を抱えながらも、中

国経済が発展を続けるのは、こうした消費→投

資の良循環が続いているからだ。

この圏内消費を牽引するものとして、欧米や

日本、香港台湾などをモデルとする、消費文化

の流入がある。ここ数年に限っても、大都市の

目抜き通りには外資系のデパートや大型商庖が

つぎつぎ開庖し、外資企業も続々と進出してい

る。こうした外来の消費文化がいかに受容され、

現地に根づいていくかによって、今後数十年の

東アジア経済の動向を占うことができる。

中国の消費形態は、外国の影響を受け、変容

しつつある。た とえば、豆腐を生で食べる習慣

はなかったが、日本のメーカーが無菌豆腐の工

場を建設した天津では、冷奴が一般化した。福

神漬も好まれている。こうした影響は、中国の

消費構造を外国と近づけ、均一化する方向に作

用する。

いっぽう中国の消費文化は、他国に比べて著

しい特徴をもっている。たとえば、エンゲル係

数がきわめて高い。これは、住宅費、医療費、

税、社会保険料、教育費などが家計によって負

担されていないため、とも考えられるが、食事

に費やす手間と費用は、日本の一般家庭の比で

はない。

こうした消費文化の動向、特に、地域別・階

層別の具体的なデータ(消費者の意識、広告の

効果、接触するメディア、消費動向など)は、

ほとんど知られていない。そこで本研究は、中

国での社会調査(主要数都市、ならびに農村部

数カ所を調査地に予定)を実施し、統計的な解

析を加えるいっぽう、日本製品、日本の消費文

化に対する知識、日本に対するイメー ジな どを

あわせて調査し、中国と日本の経済関係の今後

についても予測することを企画した。

こうしたテーマは本来、多くの研究機関や学

者が参加する大規模な調査を必要とするが、中

国の物価の安さを考慮しても、今回の研究費で

は十分な調査地点をサンプJレを確保するのはむ

ずかしい。そこで今回の計画を、数年後に本調

査を実施するための、パイロット調査と位置づ

けている。

量一重

1979年に郵小平の指導のもと、改革開放政策

がスタートして以来、中国は連続20年近くにわ

たってめざましい経済成長を続けており、社会

の変貌もいちじるしい。

中国の経済成長は、農業改革に始まり、生産

意欲を刺戟された農民が食糧を増産、大幅な所

得と消費の伸びを生み出した。そのあと、沿海

地区につぎつぎ経済特区を設定、外国の資本 ・

技術と結びついた企業群が成長の牽引力となっ

た。それを支えたのが、急増する輸出と都市部

の旺盛な消費であった。中国の今後を占ううえ

で、消費の動向は最重要なファクターのひとつ

である。

今回の調査は、中国の三大直轄市のひとつで

ある天津で、 300サンプルの家計調査を実施。

所得・家族構成・住居などの基本データに加え

て、代表的な消費財の保有状況や、国産品/外

国製品への評価、今後の購買計画、階層帰属意

識など、消費単位である家計の今後の動向を予

測するうえで基礎となるデータを、アンケー ト

によって調査した。

天津は、上海ほど消費ブームの頂点にあるわ

けではなく、北京ほど優遇された政治拠点でも

ない。その点で、今回の調査は、平均的な都市
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住民の実態を反映したものである。

調査結果のおもな点をのべると、まず、基本

データから明らかになったのは、都市のインフ

ラがまだ未整備なこと。アパートや戸建ての住

宅に、多世帯が同居している例も少なくない。

世帯あたりの床面積は、平均でわずか30平方メ

ートル弱となっている。

家財の保有状況では、テレビ、冷蔵庫、洗濯

機、自転車、扇風機がほぼ全世帯に普及してい

る。ピデオ、電話、システム家具が約半数の世

帯に。ポケベルが20%を越えている点も注目に

値する。パソコンはまだ 1%をやっと越えたと

ころである。

商品を選択する動機では、大部分の回答が価

格と品質をあげており、国産か輸入品かはほと

んど重視されていない。しかし、輸入品、とく

に日本製品には、デザイン、品質、機能、実用

性などの点で、高い評価が与えられている。ま

た実際、テレピ、ビデオ、楽器、カメラ、エア

コンなどは多く保有されており、日本製品は輸

入品の代名詞となっている。いっぽう、国家と

しては消費者は中国を好んでおり、日本は必ず

しも好まれていない。これを解釈してみれば、

日本文化、特に工業製品が中国家庭に浸透して、

もともとよくなかった日本に立すするイメージを、

少しずつ改善しているところ、と考えることも

できるかもしれない。

今後の消費動向については、意欲的な調査結

果が目をひく。多くの人びとが、子供の教育や

パソコンにより多くの消費をふり向けたいと回

答しており、エアコン、電話、高級家具、ステ

レオ、電子レンジといった耐久消費財も人気を

集めている。所得がのびさえすれば、ひき続き

順調な消費ののびが期待できると言えよう。

これらを総合すると、①中国の消費はまだ

成熟しておらず、所得の伸ぴに連れて上級消費

財がつぎつぎ需要されるという拡大のプロセス

にある。②そのなかで外国製品、とくに日本

製品が、デザインや性能の面で消費をリードす

る役割を果たしている。③順調に拡大する市

場経済に人びとは満足しており、政治的な変化

よりも安定を望んでいる。④ただし住宅や社

会保障、教育費など、十分に市場化していない

費目も多く、家計が西側諸国のような合理性を

そなえているか、疑問も残る。

今回の調査は、着実に拡大を続ける中国の

「干士会主義市場経済」を、家計レヴ‘ェルでその

ミクロ的な基礎から明らかにする点で意義があ

ったが、中国経済の全体を推測するに足るもの

ではなかった。すなわち今後は、調査対象を中

国全土に拡大し、都市に加えて農村部の消費動

向を検討する必要がある。今回は、その予備調

査として、十分意義のあるものだった。中国市

場に進出する日本企業にとっても、今回の調査

結果はきわめて有用であると信じる。

今後の研究の見通し

資金の制約から、今回の調査は天津市の300

世帯を対象にしたアンケート調査にとどまった。

このデータをより一般性のあるものにしていく

ためには、①天津以外の主要都市や、大都市

以外の中小都市、都市部以外の農村地域につい

ても、同様の調査票によってデータを収集する、

①同じ設計の調査票を用いて、異なる時点の

調査を反復的に行ない、時系列データを構成す

る、③国務院の消費動向調査と連動させ、マ

クロな消費関数の推測値を補強する手段として

今回のデータを活用する、などの展開が考えら

れる。

さらに、興味深い論点として、中国特有の被

調査者のフェースシート・データ(たとえば、

国営企業/集団企業/民間企業/合弁企業/株式企

業/郷鎮企業……といった企業形態の種別、一

世帯独居アパート/複数世帯同居アパート/一戸
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